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２章 成果報告会（オンライン開催）

１ 開催計画の概要

地域の課題や解決方法の共有および事業の成果の発信を目的とし、以下の成果報告会を開

催した。 

１）開催日時 令和５年２月２８日（火）13:00～17:30 

２）開催場所 オンライン会議（Ｚｏｏｍ） 

３）プログラム 

成果発表 … 支援団体毎に各 15 分ずつの持ち時間で発表を行った。 

情報・意見交換会 … 支援団体による成果発表後、各団体に共通する課題を掘り下げた。 

２ 発表者一覧

地域団体等 成果報告会発表者 コンサル 

1 
佐波川の森を守る 

木造建築研究会 

佐波川の森を守る木造建築研究会 

事務局 原田
はらだ

 達夫
た つ お

市浦ハウジング 

＆プランニング 

2 
会津流域林業活性化 

センター 

会津流域林業活性化センター 

事務局長 小林
こばやし

 勝
かつ

明
あき 環デザイン舎 

3 
Yamanashi ウッド・チェ

ンジ・ネットワーク 

山梨県林政部林業振興課木材資源活用担当 

主査 佐野
さ の

 洋介
ようすけ

現代計画 

研究所 

4 
滋賀県琵琶湖環境部 

森林政策課 

滋賀県琵琶湖環境部森林政策課県産材流通推進室 

主幹 西井
に し い

 洋平
ようへい

サウンド 

ウッズ

5 
佐賀県農林水産部 

林業課 

佐賀県農林水産部林業課林産担当 

主任主査 生島
いきしま

 理絵
り え

サウンド 

ウッズ 
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6 
奈良の木利用推進 

協議会 

奈良の木利用推進協議会 

事務局 堀
ほり

 恵
え

未香
み か

アルセッド 

建築研究所 

7 
一般社団法人 

埼玉建築士会 

一般社団法人埼玉建築士会 

会長 江口
え ぐ ち

満志
み つ し

木の家 

だいすきの会 

8 
福岡県産木材利用 

促進協議会 

福岡県産木材利用促進協議会 

理事・事務局長 秋山
あきやま

 篤史
あつし

アルセッド 

建築研究所 
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３ 成果報告会プログラム

  

２章 成果報告会（オンライン開催） 11
                                             

                                            

４ 参加者の内訳                                    

成果報告会は、47 都道府県の林政担当者（地方公共団体）、今年度の採択団体（採択団体）、

過去に当事業について問い合わせがあった団体（支援検討団体）、委員会とＷＧの委員（委員

会・ＷＧ）、協力団体（コンサル等）が参加した。 

参加人数は 136 人にのぼり、前年度の実績（78 人）を大きく超える人数となった。オンライ

ンによる参加のしやすさも然ることながら、非住宅木造建築への関心の高さが窺えた。 

参加者の内訳は、グラフ 4．の通り。

グラフ 4． 参加者の内訳

地⽅公共団体
32%

採択団体
29%

⽀援検討団体
11%

委員会・WG委員
12%

コンサル等
8%

事務局
5%

林野庁
3%
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５ 各支援団体の発表内容の概要

各採択団体の成果報告会発表資料を次に示す。 

１）佐波川の森を守る木造建築研究会                                

地域団体等 発表者 コンサル 
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✤ 佐波川の森を守る木造建築研究会 
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６ 情報・意見交換会

非住宅建築物等の木造化・木質化を進める際に課題となる内容は、どの団体にも共通して

いる場合が多く、こうした共通課題に関して、広く情報を共有するとともに、これから同様

の課題に直面する可能性がある他の団体が、先人や専門家の意見を聴くことは重要である。 

この状況を踏まえ、成果報告会の後半では、支援団体に共通する課題について掘り下げる

時間を設けた。 
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３）議事要旨                                        

松留主査進行の下、発表者間、またアドバイザーとの質疑、情報・意見交換を行った。 

●挨拶 

松 留  地域間連携促進ツールの発表に続いて、各地８団体の方たちがそれぞれの活動につい

て報告をしていただきました。これから約１時間弱になりますが、意見交換という形で

自由に御質問、御意見等々意見交換をしていただきたいと思います。地域の方たちが集

まっている、あるいは今回支援をしている所でない地域の団体の方・公共団体の方もい

らっしゃる。そして委員会等々のワーキンググループの先生方も参集しております。非

常に貴重な機会だと思いますので、自由に意見交換の場とさせていただきたいと思いま

す。進行役は、先ほど紹介いただきました、この地域団体支援ワーキンググループ主査

の松留でございます。よろしくお願いいたします。御自由に発言をしていただきたいと

思います、どなたからでも結構です。それぞれ地域によって立場が違う、状況が違う、

でも、共通の課題もいっぱいありました。 

●バイオマス・ＬＣＣＯ２ 

中 村  今日のお話、色々皆さん御苦労さまでした。それぞれのところで、事業者、設計者か

ら、建設、流通の問題から、森の林業の問題まで、色々な範囲の広いところを今日発表

していただいて、大変参考になりました。その中で、流通それぞれの流れをよくすると

いうことを皆さん色々やっていらっしゃるけれども、もう１つさらにこれらを膨らませ

るというか広げるというか、大きくしていくための工夫を研究や開発するということを

進めていくべきではないかなと思いました。 

  例えば森についても、林業も今どんどん木の蓄積量が増えてきている。その増えてき

ている量は一体どのぐらいなのか？を各県のほうでも多分全部把握していると思うの

で、それを発表していただくとか。またそれに対して、それらの木をどうやって利用し

ていくのか。林野庁が発表しているように、まず建築材料の第一義として、それから、

その後少しずつ違うものに、例えば最初からバイオマスのほうに利用するのではなく、

順々にやっていくカスケード利用にするべきだということを方針として言っています。

しかし、それでいいのか？私はバイオマスのエネルギー利用ももっと早くたくさんの量

をやるべきではないかと思っています。ただし、今のカスケード、今のバイオマスのエ

ネルギー利用、例えばチップでボイラーを作るのも最近何か下火のような気がして、ち

ょっと心配です。 

  これをするには何が一番問題か？例えばチップで言えば、チップはほとんどパルプに

使うので、含水率を考える必要がないわけです。ということは、チップ業者はパルプに

売るので、バイオマスのエネルギーに売る必要はないと考えているのですね。だったら、

そういう含水率の高いものを、これは安いですから、それを買ってサイロを研究すべき

だと思うのです。サイロの中に入れておけば、それが乾燥して、その中で、自分で含水

率30％以下のエネルギーを利用できるではないかと考えています。これについては私も

巴工業と色々やっているのですが。さらに今、日比谷アメニスなんかも太陽光発電・太
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す。進行役は、先ほど紹介いただきました、この地域団体支援ワーキンググループ主査
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思います、どなたからでも結構です。それぞれ地域によって立場が違う、状況が違う、
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中 村  今日のお話、色々皆さん御苦労さまでした。それぞれのところで、事業者、設計者か

ら、建設、流通の問題から、森の林業の問題まで、色々な範囲の広いところを今日発表

していただいて、大変参考になりました。その中で、流通それぞれの流れをよくすると

いうことを皆さん色々やっていらっしゃるけれども、もう１つさらにこれらを膨らませ

るというか広げるというか、大きくしていくための工夫を研究や開発するということを

進めていくべきではないかなと思いました。 

  例えば森についても、林業も今どんどん木の蓄積量が増えてきている。その増えてき

ている量は一体どのぐらいなのか？を各県のほうでも多分全部把握していると思うの

で、それを発表していただくとか。またそれに対して、それらの木をどうやって利用し

ていくのか。林野庁が発表しているように、まず建築材料の第一義として、それから、

その後少しずつ違うものに、例えば最初からバイオマスのほうに利用するのではなく、

順々にやっていくカスケード利用にするべきだということを方針として言っています。

しかし、それでいいのか？私はバイオマスのエネルギー利用ももっと早くたくさんの量

をやるべきではないかと思っています。ただし、今のカスケード、今のバイオマスのエ

ネルギー利用、例えばチップでボイラーを作るのも最近何か下火のような気がして、ち

ょっと心配です。 

  これをするには何が一番問題か？例えばチップで言えば、チップはほとんどパルプに

使うので、含水率を考える必要がないわけです。ということは、チップ業者はパルプに

売るので、バイオマスのエネルギーに売る必要はないと考えているのですね。だったら、

そういう含水率の高いものを、これは安いですから、それを買ってサイロを研究すべき

だと思うのです。サイロの中に入れておけば、それが乾燥して、その中で、自分で含水

率30％以下のエネルギーを利用できるではないかと考えています。これについては私も

巴工業と色々やっているのですが。さらに今、日比谷アメニスなんかも太陽光発電・太

2章　成果報告会（オンライン開催）

137



138 ２章 成果報告会（オンライン開催）

                                             

                                            

陽光の熱を使ってサイロの中の水分を飛ばす方法も考えています。そういうことをもっ

と普及させていくことを考えてはどうか、というのが１つ目の案です。今のは流通のと

ころです。 

  もう１つは、設計の方の問題です。今、私たち設計の中では、特に環境問題で考える

ときは“ＬＣＣＯ２で考えていこう”と流れが変わってきています。ただ省エネのＣＯ２

を使わないということではなく、また運用のところでの利用の仕方でもなく、最初の森

から、木材の建材から、設計から、最後の廃棄のところまでのＬＣＣＯ２の全体を計算し

て初めてこれがいいのだということをやっていこうと。そのためには木造は非常に優れ

ているわけです。ここをもう少ししっかりと打ち出していくことが必要です。そのため

には、今どうやっているかというと、各建材、コンクリートでも鉄でも普通の仕上げ材

でも、全ての建材メーカーが“自分の製品はどのぐらいのＣＯ２を使ったのか”というこ

とをラベリングすることが今の社会に求められているわけです。これをしっかりと作り

上げていくことをこの団体でも１つの運動としてやっていただけないかというお願い

です。 

松 留  木材利用の在り方とかＬＣＣＯ２の観点からの在り方という形のお話をいただきまし

た。ありがとうございました。今のご意見に関してのコメントなど御自由に発言をお願

いします。 

●事業者マッチング 

大 倉  奈良のほうでもそうですし、色々なところで出口戦略としての事業者との関係、いか

に仕事を作っていくか。マッチングの話もあるし、民間の話、そういうところで、山梨

のことで事業者マッチングのことを色々やっていらっしゃいましたね。あの具体的な内

容や今後に向けての動き方についてのお話があれば、加来さんや山梨県の方から御意見

をお伺いしたい。 

佐 野  山梨県では、事業者マッチングといっても、例えば会社と会社をつなぐというような

場としてネットワークを機能させたわけではありません。木材の業界さんとか設計の業

界さん、あるいは建築主となる商工団体、事業者さんの団体だとか、立場の違いでどう

いった考えの違いが出るのかなということを探りたくて事業者マッチングに取り組み

ました。結果的にはそれぞれ思いもよらなかったような御意見をいただいて、それが先

ほど大倉先生がおっしゃった出口戦略をつかんでいくヒントにはなるのではないかな

という印象を受けました。今年度ワークショップで事業者マッチングを行って、スライ

ドで紹介したような意見以外にも色々出たのですけれども、それを手がかりに来年度こ

こを埋めていけばいいのではないかというような活動のきっかけにしていければと思

っております。 

加 来  引き続いてお話を少ししますと、やっと商工の関係者の方も木に目が向いてきたのか

なと。思っているより何もご存知ではなかった。木のことも木材を使おうという方向の

話にしても、極端に言えば、木を使っていいのかという意識の方さえ 一般の方の中には

いらっしゃる。そういう方の中で、実際に、木造とか木質化みたいなものをやられた社

長さんたちの言葉というのは結構重くて、彼らの中での今後の広がりのようなものがす

ごく期待できるな、というのを今年は大きく感じました。 
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松 留  ありがとうございます。出口戦略ということで、各団体の中にも色々とそういう話が

出てきました。パンフレットを作るという話も出ました。組織を１回作って、次のステ

ップの組織の実際の運営、推進をどうするかという話も結構出てきました。それに関し

て、どなたか御意見、御質問はありませんか。 

●地域団体活動 

奥 茂  質問に近いと思うのですが、今の出口戦略にも関係する話がございましたので、手を

挙げさせていただきました。佐波川の森を守る木造建築研究会の担当コンサルの市浦の

奥茂です。よろしくお願いします。 

  今日皆様の報告を聞いておりまして、いわゆる県レベルの、あるいは上位団体レベル

でのビジョンを持った体系的な取組あるいは組織的な取組を非常に精力的に推進され

ていることに感心いたしました。その一方、私どもが担当しております、佐波川の森を

守る木造建築研究会。これは昨年度 令和３年度から継続で２か年進めております、いわ

ゆる地域団体の活動支援の取組みになっております。 

  県レベルから、上から押さえていくということより、むしろ地元流通地域のレベルで 

いかに木造建築を作る体制を作っていくかということに取り組む形になっておりまし

て、今日御発表いただきました中では会津の流通の取組みに近いところでございます。

ようやく山口県のほうでも取組みが始まりまして、今年度から山口県産木材利用推進会

議が立ち上がりました。さらにはそういう地域団体の活動を支援するというような取組

も始まってきたところで、山口・下関での地域団体支援からいきますと３か年目ですが、

ようやく地元の地域の動きと県の動きが連動を始めたかなというところでございます。 

  佐波川の森を守る建築研究会については、昨年令和４年度から会員制度を改革して、

有料の会員制度に切り替えたり、（活動のベースを作るという意味ですが、それに加えま

して、）今回も都合６回のワークショップを通じて徐々に仲間を増やしたりすることを

実施し、回を追うごとにワークショップの参加者が増えて参りました。それと、今日の

お話にもございました、若い方がそこに加わって来ていただけているということ、ある

いは地域の人だけではなくて、県下のほかの地域の方々からの御参加もいただいている

というふうに、徐々に変化してきた面では、今回の支援を通じた効果として出てきてい

るかなと思います。 

  一方、当初から描いております実例を作る、まず自分たちでとにかく木造の実例を作

る、相談の窓口を作る。今日の原田さんからの御報告にもありましたように、木材調達

を相談する窓口がないので、窓口を作ることを活動目的の１つに挙げているのですが、

まだそこには至っておりません。仲間を作って増えてきたけれども、まだそういった実

例を作って検証するとか、やってみるというような段階にはまだ至っておりません。た

だ、ある程度そういう基盤ができてきたので、次はそういう具体的に窓口を作って相談

案件を作っていく、あるいは実例を作っていくことによって、様々な問題、課題、材料

調達だったり計画生産、設計連携、構造のノウハウをどうやって入れるか、品質管理を

どうするかとか、そういう具体的なことに取り組んでいくべき段階に来ているのではな

いかなと思っています。それを地域レベルの団体からの活動の１つとして、どうやって

具体化していけばいいかということについて、少し御助言なりいただけるとありがたい

138



138 ２章 成果報告会（オンライン開催）

                                             

                                            

陽光の熱を使ってサイロの中の水分を飛ばす方法も考えています。そういうことをもっ

と普及させていくことを考えてはどうか、というのが１つ目の案です。今のは流通のと

ころです。 
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を使わないということではなく、また運用のところでの利用の仕方でもなく、最初の森

から、木材の建材から、設計から、最後の廃棄のところまでのＬＣＣＯ２の全体を計算し

て初めてこれがいいのだということをやっていこうと。そのためには木造は非常に優れ

ているわけです。ここをもう少ししっかりと打ち出していくことが必要です。そのため

には、今どうやっているかというと、各建材、コンクリートでも鉄でも普通の仕上げ材

でも、全ての建材メーカーが“自分の製品はどのぐらいのＣＯ２を使ったのか”というこ

とをラベリングすることが今の社会に求められているわけです。これをしっかりと作り

上げていくことをこの団体でも１つの運動としてやっていただけないかというお願い

です。 

松 留  木材利用の在り方とかＬＣＣＯ２の観点からの在り方という形のお話をいただきまし

た。ありがとうございました。今のご意見に関してのコメントなど御自由に発言をお願

いします。 

●事業者マッチング 

大 倉  奈良のほうでもそうですし、色々なところで出口戦略としての事業者との関係、いか

に仕事を作っていくか。マッチングの話もあるし、民間の話、そういうところで、山梨

のことで事業者マッチングのことを色々やっていらっしゃいましたね。あの具体的な内

容や今後に向けての動き方についてのお話があれば、加来さんや山梨県の方から御意見

をお伺いしたい。 

佐 野  山梨県では、事業者マッチングといっても、例えば会社と会社をつなぐというような

場としてネットワークを機能させたわけではありません。木材の業界さんとか設計の業

界さん、あるいは建築主となる商工団体、事業者さんの団体だとか、立場の違いでどう

いった考えの違いが出るのかなということを探りたくて事業者マッチングに取り組み

ました。結果的にはそれぞれ思いもよらなかったような御意見をいただいて、それが先

ほど大倉先生がおっしゃった出口戦略をつかんでいくヒントにはなるのではないかな

という印象を受けました。今年度ワークショップで事業者マッチングを行って、スライ

ドで紹介したような意見以外にも色々出たのですけれども、それを手がかりに来年度こ

こを埋めていけばいいのではないかというような活動のきっかけにしていければと思

っております。 

加 来  引き続いてお話を少ししますと、やっと商工の関係者の方も木に目が向いてきたのか

なと。思っているより何もご存知ではなかった。木のことも木材を使おうという方向の

話にしても、極端に言えば、木を使っていいのかという意識の方さえ 一般の方の中には

いらっしゃる。そういう方の中で、実際に、木造とか木質化みたいなものをやられた社

長さんたちの言葉というのは結構重くて、彼らの中での今後の広がりのようなものがす

ごく期待できるな、というのを今年は大きく感じました。 
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松 留  ありがとうございます。出口戦略ということで、各団体の中にも色々とそういう話が

出てきました。パンフレットを作るという話も出ました。組織を１回作って、次のステ

ップの組織の実際の運営、推進をどうするかという話も結構出てきました。それに関し

て、どなたか御意見、御質問はありませんか。 

●地域団体活動 

奥 茂  質問に近いと思うのですが、今の出口戦略にも関係する話がございましたので、手を

挙げさせていただきました。佐波川の森を守る木造建築研究会の担当コンサルの市浦の

奥茂です。よろしくお願いします。 

  今日皆様の報告を聞いておりまして、いわゆる県レベルの、あるいは上位団体レベル

でのビジョンを持った体系的な取組あるいは組織的な取組を非常に精力的に推進され

ていることに感心いたしました。その一方、私どもが担当しております、佐波川の森を

守る木造建築研究会。これは昨年度 令和３年度から継続で２か年進めております、いわ

ゆる地域団体の活動支援の取組みになっております。 

  県レベルから、上から押さえていくということより、むしろ地元流通地域のレベルで 

いかに木造建築を作る体制を作っていくかということに取り組む形になっておりまし

て、今日御発表いただきました中では会津の流通の取組みに近いところでございます。

ようやく山口県のほうでも取組みが始まりまして、今年度から山口県産木材利用推進会

議が立ち上がりました。さらにはそういう地域団体の活動を支援するというような取組

も始まってきたところで、山口・下関での地域団体支援からいきますと３か年目ですが、

ようやく地元の地域の動きと県の動きが連動を始めたかなというところでございます。 

  佐波川の森を守る建築研究会については、昨年令和４年度から会員制度を改革して、

有料の会員制度に切り替えたり、（活動のベースを作るという意味ですが、それに加えま

して、）今回も都合６回のワークショップを通じて徐々に仲間を増やしたりすることを

実施し、回を追うごとにワークショップの参加者が増えて参りました。それと、今日の

お話にもございました、若い方がそこに加わって来ていただけているということ、ある

いは地域の人だけではなくて、県下のほかの地域の方々からの御参加もいただいている

というふうに、徐々に変化してきた面では、今回の支援を通じた効果として出てきてい

るかなと思います。 

  一方、当初から描いております実例を作る、まず自分たちでとにかく木造の実例を作

る、相談の窓口を作る。今日の原田さんからの御報告にもありましたように、木材調達

を相談する窓口がないので、窓口を作ることを活動目的の１つに挙げているのですが、

まだそこには至っておりません。仲間を作って増えてきたけれども、まだそういった実

例を作って検証するとか、やってみるというような段階にはまだ至っておりません。た

だ、ある程度そういう基盤ができてきたので、次はそういう具体的に窓口を作って相談

案件を作っていく、あるいは実例を作っていくことによって、様々な問題、課題、材料

調達だったり計画生産、設計連携、構造のノウハウをどうやって入れるか、品質管理を

どうするかとか、そういう具体的なことに取り組んでいくべき段階に来ているのではな

いかなと思っています。それを地域レベルの団体からの活動の１つとして、どうやって

具体化していけばいいかということについて、少し御助言なりいただけるとありがたい
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なと思っております。すみません、ちょっと長くなりまして。 

松 留  御助言を求められたようですけれども、奥茂さん、どなたか御指名はございますか。 

奥 茂  そうですね。大倉さんにお伺いしてみたいなと思います。大倉さんの出口という話に

もちょっと被ってくるかと思いますので。 

大 倉  要するに、地域団体活動をいかに活性化していくかという話のことですよね。 

奥 茂  そうですね。 

大 倉  でも、なかなかやはり難しいというか、今おっしゃったように、窓口を作って、相談

案件を探して、それで実例を作るということで言うと、埼玉もそうですし、奈良もそう

ですけれども、やはり上位というよりも市町のほうの首長さんとどのような関係を築い

ていくか？ その辺りが、埼玉もそうですし奈良県のほうでも、市町の指導をしていく。

民間もある程度公共建築の市町で困っている人をどうやってすくい上げていくか、実例

につなげていくかというのがとても大事なのではないかという気がします。 

  民間のほうは民間で、それは例えば地域の工務店さんを窓口にした形で、ＪＢＮみた

いなところを参考に、色々な窓口は設定していけると思います。その両面で具体的に施

主さんというか実施してくれる人とのコンタクトを、どう窓口を広げていくかというこ

とになるのではないかなという気がしています。今のところはそれぐらいです。 

奥 茂  ありがとうございます。一応来年度に向けた課題としても、やはり１つは今ご指摘が

ありましたように、市町村、行政と、発注者側と、どうやって協議を始めていくかとい

うところが課題なのかなと思っておりました。ありがとうございます。 

松 留  佐波川の方たちの集まりは、大雪で寒波の時にもかかわらず、大変に多くの人が集ま

り、しかも若い人が熱心にやられていたというのが私の印象でした。 

三井所  この間、以前に大倉さんたちも支援していた白鷹町に行ってみました。いま大倉さん

が言ったように、町長さんが“絶対木造で頑張る”と言って頑張られたので、白鷹に行

ったのです。白鷹町の協議会が県の支援も得て色々協議をして、乾燥の会社もできたり、

バイオマスの会社もできたりしながら、公民館と役場ができた。その後も少しずつ木造

の建物もできてきた。やはり町長さんが頑張らないと地域ではなかなか難しいのだろう

と思うのです。 

  今日山梨で、知事さんがウッド・チェンジの会長になっているというのがあった。例

えば知事さんが会長になると、なかなか腰の上がらない建築部局の腰が上がるのかなと

も思ってみたのですが。今のように実際の事業が起きるということを県レベルで考えて

も、知事さんがメスを入れるとどうか。例えば高知県はすごい前の知事さんが頑張って

いて木造が推進された。山梨県も知事さんが会長さんとして座っていることに意味があ

ったのではないかと思うのです。加来さんや佐野さんはいかがですか。地域でも市町の

首長さんが頑張らなくてはいけないという、先ほどの大倉さんの話と僕も同意ですが、

県レベルでもそうなのではないかと思いました。 

佐 野  ネットワークを立ち上げるに当たりまして、木材協会さんと事務局を合同でやってい
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ます。やはりそこは「県も本気だぞ」ということで、知事が会長になるのがいいのでは

ないかとなり、設立時に発起人も商工団体の会頭さんが関わっていることもあり、知事

が会長になったというところでございます。 

  ただ、私たち県庁の中で、営繕担当の部局とも関わって、県の建物の木造化も進める

仕事をやっているのです。少し前に県でも県産材利用の条例を立てまして、県の公共施

設については原則木造ということを条例で定めました。ただ、やはり原則というのがポ

イントになっています。どこまでコストをかければいいか？とか、どこまで木造で取り

組むのか？という具体的な線引きについては、やはり知事が推進役にいたとしても、財

政当局なりの調整、役所の中の内部調整には結構手こずっているところです。頑張って

はいるのですけれども、市町村の首長さんが意思決定するというところと、都道府県の

知事レベルでの意思決定だと、ちょっと難しさが違うのかなというのは感じます。 

  一方で、今年県内のある町で、中学校を統合するに当たり、校舎を木造で進めるとい

うことについて、町長さんが熱心に関わってくださいまして、都市の木造化推進法に絡

めて、建築物の木材利用促進協定を町の教育委員会と木材協会、それから県が加わる形

で協定を結びました。それを通じて、県下の市町村の方にも木造に対して関心を持って

いただきたいですし、その点は県も本気なのだよということは、外に打ち出していきた

いと思っております。 

加 来  あと、林業振興課さんには営繕の方もいらっしゃるのですよね。交換というか人事交

流みたいな形で。 

佐 野  そうですね。兼務をかける形で、なるべくお互いのやりとりがしやすくなるようにと

進めております。 

加 来  そこら辺が、以前と大分変わってきたところなのかなと思っています。 

大 倉  今の話で言えば、奈良県の堀さんも営繕職です。営繕職が今林業に行って頑張って、

要するに、建築のことを分かっている林業の人たちと一生懸命 林業振興・木材振興に取

り組んでいる。そういう意味ではとても大事な話かもしれません。 

松 留  奈良県の堀さん、名前が出たので少し御発言ください。 

堀  さっきおっしゃっていた、ある意味行政のトップダウンな進め方と、地元から推し進

めていくというところの違いについて。トップダウン的なところは先ほど山梨県からも

説明いただいたとおりかなと思っておりますが、地元から上げていくというところで、

発表の中でも仲間づくりということをおっしゃっていたかと思います。その仲間づくり

は、木材の利用に限らず非常に大事なことだなと思っています。私は建築職で、もとも

と土木部にいた関係もあって、町づくりとか地域づくりというところも関わったことが

あります。今は、環境とか木材産業の振興のような観点で木材利用を推し進めています。

ただ、最近は環境面を押し出すことが多いのですが、地域振興の観点から 地元から押し

上げていく、というのは非常に大事なことだと思っています。 

  そうなったときに、先ほど市町村の首長さんからという話もございましたが、市町村

の中にも熱心な職員さんが中にはいらっしゃったりします。産業関係であったり、町づ
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なと思っております。すみません、ちょっと長くなりまして。 

松 留  御助言を求められたようですけれども、奥茂さん、どなたか御指名はございますか。 

奥 茂  そうですね。大倉さんにお伺いしてみたいなと思います。大倉さんの出口という話に

もちょっと被ってくるかと思いますので。 

大 倉  要するに、地域団体活動をいかに活性化していくかという話のことですよね。 

奥 茂  そうですね。 

大 倉  でも、なかなかやはり難しいというか、今おっしゃったように、窓口を作って、相談

案件を探して、それで実例を作るということで言うと、埼玉もそうですし、奈良もそう

ですけれども、やはり上位というよりも市町のほうの首長さんとどのような関係を築い

ていくか？ その辺りが、埼玉もそうですし奈良県のほうでも、市町の指導をしていく。

民間もある程度公共建築の市町で困っている人をどうやってすくい上げていくか、実例

につなげていくかというのがとても大事なのではないかという気がします。 

  民間のほうは民間で、それは例えば地域の工務店さんを窓口にした形で、ＪＢＮみた

いなところを参考に、色々な窓口は設定していけると思います。その両面で具体的に施

主さんというか実施してくれる人とのコンタクトを、どう窓口を広げていくかというこ

とになるのではないかなという気がしています。今のところはそれぐらいです。 

奥 茂  ありがとうございます。一応来年度に向けた課題としても、やはり１つは今ご指摘が

ありましたように、市町村、行政と、発注者側と、どうやって協議を始めていくかとい

うところが課題なのかなと思っておりました。ありがとうございます。 

松 留  佐波川の方たちの集まりは、大雪で寒波の時にもかかわらず、大変に多くの人が集ま

り、しかも若い人が熱心にやられていたというのが私の印象でした。 

三井所  この間、以前に大倉さんたちも支援していた白鷹町に行ってみました。いま大倉さん

が言ったように、町長さんが“絶対木造で頑張る”と言って頑張られたので、白鷹に行

ったのです。白鷹町の協議会が県の支援も得て色々協議をして、乾燥の会社もできたり、

バイオマスの会社もできたりしながら、公民館と役場ができた。その後も少しずつ木造

の建物もできてきた。やはり町長さんが頑張らないと地域ではなかなか難しいのだろう

と思うのです。 

  今日山梨で、知事さんがウッド・チェンジの会長になっているというのがあった。例

えば知事さんが会長になると、なかなか腰の上がらない建築部局の腰が上がるのかなと

も思ってみたのですが。今のように実際の事業が起きるということを県レベルで考えて

も、知事さんがメスを入れるとどうか。例えば高知県はすごい前の知事さんが頑張って

いて木造が推進された。山梨県も知事さんが会長さんとして座っていることに意味があ

ったのではないかと思うのです。加来さんや佐野さんはいかがですか。地域でも市町の

首長さんが頑張らなくてはいけないという、先ほどの大倉さんの話と僕も同意ですが、

県レベルでもそうなのではないかと思いました。 

佐 野  ネットワークを立ち上げるに当たりまして、木材協会さんと事務局を合同でやってい
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ます。やはりそこは「県も本気だぞ」ということで、知事が会長になるのがいいのでは

ないかとなり、設立時に発起人も商工団体の会頭さんが関わっていることもあり、知事

が会長になったというところでございます。 

  ただ、私たち県庁の中で、営繕担当の部局とも関わって、県の建物の木造化も進める

仕事をやっているのです。少し前に県でも県産材利用の条例を立てまして、県の公共施

設については原則木造ということを条例で定めました。ただ、やはり原則というのがポ

イントになっています。どこまでコストをかければいいか？とか、どこまで木造で取り

組むのか？という具体的な線引きについては、やはり知事が推進役にいたとしても、財

政当局なりの調整、役所の中の内部調整には結構手こずっているところです。頑張って

はいるのですけれども、市町村の首長さんが意思決定するというところと、都道府県の

知事レベルでの意思決定だと、ちょっと難しさが違うのかなというのは感じます。 

  一方で、今年県内のある町で、中学校を統合するに当たり、校舎を木造で進めるとい

うことについて、町長さんが熱心に関わってくださいまして、都市の木造化推進法に絡

めて、建築物の木材利用促進協定を町の教育委員会と木材協会、それから県が加わる形

で協定を結びました。それを通じて、県下の市町村の方にも木造に対して関心を持って

いただきたいですし、その点は県も本気なのだよということは、外に打ち出していきた

いと思っております。 

加 来  あと、林業振興課さんには営繕の方もいらっしゃるのですよね。交換というか人事交

流みたいな形で。 

佐 野  そうですね。兼務をかける形で、なるべくお互いのやりとりがしやすくなるようにと

進めております。 

加 来  そこら辺が、以前と大分変わってきたところなのかなと思っています。 

大 倉  今の話で言えば、奈良県の堀さんも営繕職です。営繕職が今林業に行って頑張って、

要するに、建築のことを分かっている林業の人たちと一生懸命 林業振興・木材振興に取

り組んでいる。そういう意味ではとても大事な話かもしれません。 

松 留  奈良県の堀さん、名前が出たので少し御発言ください。 

堀  さっきおっしゃっていた、ある意味行政のトップダウンな進め方と、地元から推し進

めていくというところの違いについて。トップダウン的なところは先ほど山梨県からも

説明いただいたとおりかなと思っておりますが、地元から上げていくというところで、

発表の中でも仲間づくりということをおっしゃっていたかと思います。その仲間づくり

は、木材の利用に限らず非常に大事なことだなと思っています。私は建築職で、もとも

と土木部にいた関係もあって、町づくりとか地域づくりというところも関わったことが

あります。今は、環境とか木材産業の振興のような観点で木材利用を推し進めています。

ただ、最近は環境面を押し出すことが多いのですが、地域振興の観点から 地元から押し

上げていく、というのは非常に大事なことだと思っています。 

  そうなったときに、先ほど市町村の首長さんからという話もございましたが、市町村

の中にも熱心な職員さんが中にはいらっしゃったりします。産業関係であったり、町づ
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くり関係に熱心な職員さんを、人のつて等で紹介していただいて そういう方を仲間と

して巻き込んでいく、というのがトップダウンではない進め方としてはある意味近道で

はないかなと。そのように思ったところを、お伝えさせていただきたいです。あと、ト

ップダウン的なところですけれども、割と県庁内部も縦割り行政なので、連絡・調整が

うまくいくには、やはり人事交流とかがないと、なかなか難しいというのも実情かと。

ただ人事交流しても やはりギャップは結構あるので、ギャップを埋めていくというの

は非常に難しいなと思っています。すみません、個人的な感想です。 

●木材リスト 

松 留  ありがとうございました。議論が進んできましたけれども、これに関連して、どなた

か発言はありませんか。 

大 橋  さっきから色々意見を聞いていて、ちょっとイライラした感じがします。なぜかとい

うと、木造建築ってそんなにＲＣと比べて競争力がないのですかねという感想です。今

は木造建築って性能もいいし、耐久性も高い。さっきから聞いていると、無理やり木造

を、例えば高いとか性能は悪いけれども、やらなければいけないのを何とかしようとし

ているような、何かそんな印象を受けるのですが。今は木造ってそんなに競争力のない

建築ではないのではないかという気がしますけれどもね。ただ知らないだけだとすれ

ば、それはきちんと、もっと木造の情報を木材側というか建てる側から出していかない

といけないのではないかと思うのです。 

  今日の話を聞いていて、例えば福岡県さんのモク三ビル標準モデルプラン（資料で言

う122ページ）も、すごい格好いい木造ビルですよね。これがコスト競争力や耐久性、性

能がきちんとあるということを理解すればお施主さんだって建てますよね。建てたくな

ると思いますよ。むしろ聞きたいのは、だったらこれは幾らで建てられますよとか、そ

ういう情報をむしろ積極的に出していったほうがいいと思います。私が聞き漏らしたの

かもしれないけれども、福岡県の発表の中で、独り歩きを防止するという、木材リスト

（125ページ）、どういう木材ならば入手しやすいですよという情報（127ページ）は、む

しろ積極的に出して、建築の側にこういう材料で使ってくださいと発信すべきだと思う

のです。 

  これまでの発表にあったような、ほかの県で、どういう材料は入手しやすいですよ（変

動幅はあるけれども、大体この寸法だったら幾らぐらいというか、相対比率でもいいの

ですが、入手しやすい材料と、それが360とか、梁成が390になったら２倍になりますよ

とか、そういう比率でもいいけれども）、という情報はむしろ積極的に出して、建築の側

にそうした実態を知ってもらう。ですから使ってくださいと、買ってもらう側なので情

報を提供するのがいい（というか当たり前のような）気がします。皆さんに木材リスト

というものを議論していただきたいなと思っています。私は積極的に外に出すべきだと

思うのです。その辺りで皆さん、今日の関係者で少し御意見をいただければ嬉しいなと

思います。 

松 留  今、具体的に木材リストに関係して情報を提供するという意味で、木造建築は魅力が

ある、大丈夫だというのは私も同意見です。情報の問題も大きいし、経験がないという
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ことも大きいと思うのですが、それに関する議論に時間を取りたいと思います。 

加 来  今回、色々な社長さんにお会いしました。一番最初の木造の話ですが、一般の方々は

やはり何も知らないですね。色々な方にお会いしたけれども、木材がここまで来ている

のだというのをスライドを使って説明したときに、初めて御覧になったというような感

じの方ばかりです。それでいつものように防火の話とか耐久性、耐震性の話を一通りや

って、そこにいる方にやっと伝わるかなという感じです。ですから、世の中の恐らく一

般の方の90％は、木造がこうなっているというのを感じていないというのはひしひしと

感じました。 

  もう１つ、木材リストについてですけれども、木材リストもあちこちで色々、今まで

作ってきたのですが、やはり殆ど一般流通材の域を出るリストを出すのを木材側は怖が

るのです。できないわけではないのですよ。先ほどの福岡県の秋山さんの話ではないで

すけれども、理解のある設計者と理解のある木材関係者がいれば、そんなものはすぐに、

例えば150角の７メーターの柱を100本下さいと言っても、恐らく大抵のところだと入手

可能なのです。だけれども、それを表に出すことが彼らはできない。例えば100本だか

ら、あなただからできるというような状況にしか今なっていない。だから、一般製材を

飛び出る範囲に対しての木材リストは、なかなか信頼関係がないと難しいのかなと僕は

思っています。 

秋 山  福岡県の事情も含めてちょっとお話をさせていただきます。福岡県は九州内の消費地

なので、実は地域が介在しない木材利用が結構進んでいます。もう、地域が介在しない

で集成材の建物も比較的建っています。それに対して、やはり地域の林業、木材産業と

いうのは、いらつき――（いらつきという言い方はすごく下世話な？言い方ですけれど

も）、動いていますね。ちゃんと技術も持っているし、実は早い段階で高周波の蒸気乾燥

機とかを入れたりしているのですね。 

  けれども、地域を飛び越えて、産業も支持した形で、建築士さんは逆に技術のことを

知らないので、お任せしたい。お任せするので、鉄骨のメーカーさんだとか、そちらに

も逆にパーンと投げつけるような形で、木造もそれと同じような形で進められてしまっ

ている。ですので、「実はそこで言われているほどコストは高くかからないですよ」とい

う話を終わった後にするような形になっているのです。そこで出てくるのは、やはり自

分たちのところに引き寄せるためにはどんな取組みをしなければいけないのか、という

のが福岡県の動きの前提になっています。 

  その経験でちょっと疑心暗鬼になっているところがあるので、やはり理解がある建築

士さんが増えていく中で木材リストを広めていきたいと。そういうところが出て、需要

というところまで見えていけるようになれば次のステップに行きたい、ということをみ

んな考えているのですね。ただ、これも木材産業の中では、実は以前はうちの川中のこ

とを私は製材業界と言っていたのですけれども、木材産業というふうに言い換えてしま

ったのは、木材生産されているところと木材の加工をするプレカットの分野と木材流通

をされる方で全く感覚が違う。そこでも実は足の引っ張り合いというか、お考えが違う

ので、積極的に動ける方がなかなか表に出て来られないという状況になっています。 

  ですので、実は意図的に今回は木材リストを作らないと先に進まないですよという形
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くり関係に熱心な職員さんを、人のつて等で紹介していただいて そういう方を仲間と

して巻き込んでいく、というのがトップダウンではない進め方としてはある意味近道で

はないかなと。そのように思ったところを、お伝えさせていただきたいです。あと、ト

ップダウン的なところですけれども、割と県庁内部も縦割り行政なので、連絡・調整が

うまくいくには、やはり人事交流とかがないと、なかなか難しいというのも実情かと。

ただ人事交流しても やはりギャップは結構あるので、ギャップを埋めていくというの

は非常に難しいなと思っています。すみません、個人的な感想です。 

●木材リスト 

松 留  ありがとうございました。議論が進んできましたけれども、これに関連して、どなた

か発言はありませんか。 

大 橋  さっきから色々意見を聞いていて、ちょっとイライラした感じがします。なぜかとい

うと、木造建築ってそんなにＲＣと比べて競争力がないのですかねという感想です。今

は木造建築って性能もいいし、耐久性も高い。さっきから聞いていると、無理やり木造

を、例えば高いとか性能は悪いけれども、やらなければいけないのを何とかしようとし

ているような、何かそんな印象を受けるのですが。今は木造ってそんなに競争力のない

建築ではないのではないかという気がしますけれどもね。ただ知らないだけだとすれ

ば、それはきちんと、もっと木造の情報を木材側というか建てる側から出していかない

といけないのではないかと思うのです。 

  今日の話を聞いていて、例えば福岡県さんのモク三ビル標準モデルプラン（資料で言

う122ページ）も、すごい格好いい木造ビルですよね。これがコスト競争力や耐久性、性

能がきちんとあるということを理解すればお施主さんだって建てますよね。建てたくな

ると思いますよ。むしろ聞きたいのは、だったらこれは幾らで建てられますよとか、そ

ういう情報をむしろ積極的に出していったほうがいいと思います。私が聞き漏らしたの

かもしれないけれども、福岡県の発表の中で、独り歩きを防止するという、木材リスト

（125ページ）、どういう木材ならば入手しやすいですよという情報（127ページ）は、む

しろ積極的に出して、建築の側にこういう材料で使ってくださいと発信すべきだと思う

のです。 

  これまでの発表にあったような、ほかの県で、どういう材料は入手しやすいですよ（変

動幅はあるけれども、大体この寸法だったら幾らぐらいというか、相対比率でもいいの

ですが、入手しやすい材料と、それが360とか、梁成が390になったら２倍になりますよ

とか、そういう比率でもいいけれども）、という情報はむしろ積極的に出して、建築の側

にそうした実態を知ってもらう。ですから使ってくださいと、買ってもらう側なので情

報を提供するのがいい（というか当たり前のような）気がします。皆さんに木材リスト

というものを議論していただきたいなと思っています。私は積極的に外に出すべきだと

思うのです。その辺りで皆さん、今日の関係者で少し御意見をいただければ嬉しいなと

思います。 

松 留  今、具体的に木材リストに関係して情報を提供するという意味で、木造建築は魅力が

ある、大丈夫だというのは私も同意見です。情報の問題も大きいし、経験がないという
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ことも大きいと思うのですが、それに関する議論に時間を取りたいと思います。 

加 来  今回、色々な社長さんにお会いしました。一番最初の木造の話ですが、一般の方々は

やはり何も知らないですね。色々な方にお会いしたけれども、木材がここまで来ている

のだというのをスライドを使って説明したときに、初めて御覧になったというような感

じの方ばかりです。それでいつものように防火の話とか耐久性、耐震性の話を一通りや

って、そこにいる方にやっと伝わるかなという感じです。ですから、世の中の恐らく一

般の方の90％は、木造がこうなっているというのを感じていないというのはひしひしと

感じました。 

  もう１つ、木材リストについてですけれども、木材リストもあちこちで色々、今まで

作ってきたのですが、やはり殆ど一般流通材の域を出るリストを出すのを木材側は怖が

るのです。できないわけではないのですよ。先ほどの福岡県の秋山さんの話ではないで

すけれども、理解のある設計者と理解のある木材関係者がいれば、そんなものはすぐに、

例えば150角の７メーターの柱を100本下さいと言っても、恐らく大抵のところだと入手

可能なのです。だけれども、それを表に出すことが彼らはできない。例えば100本だか

ら、あなただからできるというような状況にしか今なっていない。だから、一般製材を

飛び出る範囲に対しての木材リストは、なかなか信頼関係がないと難しいのかなと僕は

思っています。 

秋 山  福岡県の事情も含めてちょっとお話をさせていただきます。福岡県は九州内の消費地

なので、実は地域が介在しない木材利用が結構進んでいます。もう、地域が介在しない

で集成材の建物も比較的建っています。それに対して、やはり地域の林業、木材産業と

いうのは、いらつき――（いらつきという言い方はすごく下世話な？言い方ですけれど

も）、動いていますね。ちゃんと技術も持っているし、実は早い段階で高周波の蒸気乾燥

機とかを入れたりしているのですね。 

  けれども、地域を飛び越えて、産業も支持した形で、建築士さんは逆に技術のことを

知らないので、お任せしたい。お任せするので、鉄骨のメーカーさんだとか、そちらに

も逆にパーンと投げつけるような形で、木造もそれと同じような形で進められてしまっ

ている。ですので、「実はそこで言われているほどコストは高くかからないですよ」とい

う話を終わった後にするような形になっているのです。そこで出てくるのは、やはり自

分たちのところに引き寄せるためにはどんな取組みをしなければいけないのか、という

のが福岡県の動きの前提になっています。 

  その経験でちょっと疑心暗鬼になっているところがあるので、やはり理解がある建築

士さんが増えていく中で木材リストを広めていきたいと。そういうところが出て、需要

というところまで見えていけるようになれば次のステップに行きたい、ということをみ

んな考えているのですね。ただ、これも木材産業の中では、実は以前はうちの川中のこ

とを私は製材業界と言っていたのですけれども、木材産業というふうに言い換えてしま

ったのは、木材生産されているところと木材の加工をするプレカットの分野と木材流通

をされる方で全く感覚が違う。そこでも実は足の引っ張り合いというか、お考えが違う

ので、積極的に動ける方がなかなか表に出て来られないという状況になっています。 

  ですので、実は意図的に今回は木材リストを作らないと先に進まないですよという形
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で、ちょっと引っ張るような形にしました。逆に、スキームみたいなものは作らないで

自発的に活動できるところを引っ張っていく方向に持っていこうかなというふうにし

ています。そうすると、やはり次のステップ、ある程度やっていければ集成材？だけで

は無理だということも皆さん理解されてくると思いますので、そういう中で、まずはや

ってみて、地域間連携みたいなものも見えてきた段階で次のステップに行くのかなと、

福岡県のレベルでは思っています。ですので、今回こちらで木活協さんが取り組まれる

地域間連携のツールがあれば、後追いしている側からすれば、すぐにそれに乗っかって

いけるような形になるのかなと思っています。 

  もう１つ言うと、福岡県はようやく建築士会で今年度から技術者講座というのを始め

ました。そういったものの連携も図っていくということをやりながら、理解のある建築

士さんを増やしていきたいなというところです。ただ、始めたばかりなので、先ほど加

来さんがお話しされたような、まだこちらから要求すれば出てくるのですかという方々

がいる中で、最初の一歩をどう踏めばいいのかなと、悩み悩みやっているようなところ

です。 

松 留  ありがとうございます。いま木材リストに関しての議論がされています。安田さんが

この木材リストに関しては結構やられていらっしゃるので、発言をしてほしいというチ

ャットも入っています。私もそう思いますので、ちょっと発言をお願いできますか。 

安 田  ＮＰＯ法人サウンドウッズの安田です。今年は佐賀県と滋賀県を担当させていただき

ました。今の議論、加来さんのお話、その通りだなと思って聞かせていただきました。

やはり理想は「木材の業界と建築の業界が共有できる」、そういった標準仕様的なものを

共有できるような状況ができてこそ木造建築は普及すると思います。各所でそういった

ものの取りまとめに関わらせていただいて非常に強く思うことは、ちょっとひどい言い

方をすると、やはり相互理解というのがゼロスタートからやらないといけない、そうい

うところはあると思うのです。 

  既存の流通、今ある流通が、非常にスタンダードがない中でやっているという状況と、

今おっしゃっている、例えば大橋先生が理想というか将来的な目標としてお話しされて

いるような標準化というものが多分混在してしまう状況において、非常に商いがやりに

くくなるという木材業界側の若干の心配事があって、やはりリストを出すということに

木材の業界側が非常に はばかりがあるということなのですね。 

  これは実際大手はやっていますよね。某中国木材さんなんかも価格をボンと出して寡

占状態にドーンと持っていく、そういう手法で大手の流通はやっておられます。今、各

所で取り組んでいる都道府県産材とか地域材みたいなものを１つ共通認識に持ち込む

ための、まず今取り組んでいる木材リストというのは、まさにその共通認識。それは使

う側と供給する側の共通認識に至るための演習問題を作って、それにくっついて皆さん

で取り組んでいる、そういうレベルだと思うのですね。 

  これは、え？ そんなレベルなのかとおっしゃられるかもしれないですが、木材の業

界、木造建築の業界では非常に画期的な話です。それがまず１つ入り口になることで、

各所のそういう業界、木造建築に係る協議会なんかでもこういった演習課題をベースに

相互理解を図るというところから今取り組んでいるというのが実態です。やはりその先
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には相互理解が１つのマーケットとして成立したときに初めて、では、ほかにも波及さ

せよう、ほかの協議会のメンバーでない方にもこの情報を共有していこう、ということ

が、将来の目標ではあるのですが、まだ今そこまでの到達にはなっていないのが実情と

いうところです。一旦そこまでとさせていただきます。 

松 留   ありがとうございます。これに関しては色々御意見があるのではないでしょうか。

私から振りたい方がいらっしゃるのです。というのは、川上側の会津の方で、小林さん、

聞いていらっしゃいますか。ワークショップの中でコストの入った木材リストをおつく

りになっていませんでしたか。プライスか。価格の入っていたもの。あれちょっとびっ

くりしたのですけれども、今の話に関連しまして、その辺りの様子とかお考えとか、状

況とか、御説明いただけますか。木材リストが、非常にリスクがあるというお話だった

のですが。 

小 林  今回の検討会の１つの成果ということで、チラシなり木材情報について共有化を図っ

ていきたいということで、各製材組合さんのいわゆる事前了解の下に、あくまでも１つ

の製材価格の目安ということで、資料、全員のアンケート調査なり意向調査をして取り

まとめをさせていただきました。やはり製材組合さんのほうにおかれても、なかなか人

によってはちょっと慎重？的に捉えられた方もいらっしゃいますけれども、あくまでも

例えば木造建築・設計に当ってはコスト高ということが色々言われてきておりますの

で、木材の適材適所というか、その用途別、仕様によって一定程度の価格で納められる

ということも含めて、北瀬先生のほうからもアドバイスいただいて、そのための製材の

いわゆる規格によってどのぐらいの単価が一応目安になっているか、１つの資料という

ことでまとめさせていただいたという経過であります。 

松 留  ありがとうございます。それは一般材が中心ですか。それともやはり特殊な、割と大

きな断面？等々も入っていましたっけ？ どうでしたか。 

小 林  いや、一般材が中心です。 

松 留  一般材ですか。ありがとうございました。これに関して、ほかに御意見、御質問等々

何かあれば、安田さんがここまでとおっしゃっていたので、まだお話がありそうな気も

しますけれども。取りあえずとおっしゃっていましたよね。御意見、御質問、どなたか

手を挙げて。よろしいですか。安田さんに続けてもらいますか。それとも…… 

鈴 木  木の家だいすきの会・鈴木と申します。埼玉県建築士会を担当させていただきました。

今のことに関連して、設計者の方と木材生産者、提供する側と使う側の相互理解という

ことかなと思うのですけれども、埼玉県では、県がやっているアドバイザー制度という

のがあります。市町村訪問（といいますか押しかけ相談みたいなこと）をやって、私も

一緒に伺って思ったことがあります。昨年４つぐらい、30分ぐらいずつ伺って、その中

に川口市という東京に一番近い埼玉県の市で、約50万人ぐらいの人口がいて、そこはす

ごく木造化が進んでいるのですね。 

  ほかの市町村を回ったところは余り進んでいなかったのに、公共施設の木造化がなぜ

進んでいるのか。川口市は木材商組合、森林が全くありませんので、そういう森林があ

るから進めているということではなくて、県内に材木商の組合がありまして、そこはず
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で、ちょっと引っ張るような形にしました。逆に、スキームみたいなものは作らないで
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  これは実際大手はやっていますよね。某中国木材さんなんかも価格をボンと出して寡
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各所のそういう業界、木造建築に係る協議会なんかでもこういった演習課題をベースに

相互理解を図るというところから今取り組んでいるというのが実態です。やはりその先
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手を挙げて。よろしいですか。安田さんに続けてもらいますか。それとも…… 
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ことかなと思うのですけれども、埼玉県では、県がやっているアドバイザー制度という

のがあります。市町村訪問（といいますか押しかけ相談みたいなこと）をやって、私も

一緒に伺って思ったことがあります。昨年４つぐらい、30分ぐらいずつ伺って、その中

に川口市という東京に一番近い埼玉県の市で、約50万人ぐらいの人口がいて、そこはす

ごく木造化が進んでいるのですね。 

  ほかの市町村を回ったところは余り進んでいなかったのに、公共施設の木造化がなぜ

進んでいるのか。川口市は木材商組合、森林が全くありませんので、そういう森林があ

るから進めているということではなくて、県内に材木商の組合がありまして、そこはず
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っと産業まつりのときに出店を出して、設計者の相談みたいなことを続けて来ていたの

です。川口市の市役所の営繕職の人が木造でやるということを余り怖がらないでやるの

は、そこの情報が色々入っていて、例えば設計の発注をするときに、取りあえず木材商

組合が相談窓口を作っているから、そこで木材について情報収集してくださいというよ

うなことをやっているのです。 

  そういうことで、今の木材リストという、誰でも見てそれでやれというようなことで

はなくて、行ってそういう情報を収集できる環境。こういう材料はこのように手に入る

のだなとか、価格だけでない情報、木材に関する色々な情報がそこで手に入って、ある

程度安心して何か木材が使えるみたいなことがある。必ず営繕の職員の方はまずそこの

組合に行って、設計する前に情報収集してくださいということをやっていて、余り問題

なく色々なものができるようになって、心配なくできているというような話があるのだ

なということが分かったのですね。そういう意味で、やはり木材リストを作ることも結

構ハードルがあると思いますので、その前の段階として何か木材のことをよく知っても

らえる情報がちゃんと手に入るような環境をどう作るかというのが何か大きなことか

なと思いました。 

松 留  ありがとうございます。貴重なお話だったと思います。もう17時20分、困りました。

チャットによる質問も来ていますし、三井所先生も何かお話ししたいそうですけれど

も、あともう議論はできないかもしれません。時間は守りたいと思いますので、三井所

先生に発言いただいて、その後チャットで、サウンドウッズ佐賀の徳永さんが御質問し

ていますので、御質問だけになるかもしれませんけれども。では、三井所先生、お願い

します。 

三井所  安田さんから木材業の方が怖がって流通材以外のものになかなか広がらないという

話がありました。私は山の木が成長して大径木化していることも含めて、住宅用の流通

材として横架材のリストを増やしていく、梁成の高いものを増やしていくのが必要では

ないかと思っているのですね。それはベイマツで梁を作るというのが一般にあるとした

ときに、ワンサイズアップしたものを梁に使えばいいわけですね。今まではある長さの

範囲の中で物を考えているのですけれども、そういうことで言うと住宅用にワンサイズ

アップしていく、ツーサイズアップしていくような、今までにない一般流通材を増やし

ていくことから始めれば、怖がっている問題が何か正確には分かっていませんけれど

も、解決の道になるのではないかなと思いました。 

  乾燥の問題かもしれませんし、何か大きくなったときの乾燥の仕方がまだ技術がない

のかもしれないということもある。ですので、そう簡単には大きくならないかもしれな

いけれども、大径木化している状況の中で、乾燥の技術がやはりそこまでいかないとい

けないという状況なのではないかと思います。 

●人権・環境・安全 

徳 永  本日発表がありました、さがの木の建築推進協議会の会員でもあります徳永と申しま

す。今日はありがとうございます。各地の先進的な取組からたくさん学ばせていただい

たのですが、こういった木材利用を進める一方で、立場の弱い人というのがいないのか

なということを個人的に少し懸念している部分があります。そういったことを今回質問
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として投げさせていただきました。具体的には、働く人や組織について、社会責任とい

ったことが今後求められてくるのではないか、そういったものを特にＩＳＯ２６０００

といったガイドラインを意欲的に進める企業の建設プロジェクトに対して、木材の材料

調達、特に川上から川下までの全ての方の人権を含めて、環境、安全といったことを考

慮していくことが今後求められるのではないか。特に大きな企業ですとそういったこと

が進められてくることが予想されるのではないかということを考えています。 

  これに対して、プロジェクトとして色々な方々が関わる中で、どのようにこういった

ことを実現するかといったことを今後どのように進めていったらいいかということに

ついて御意見をいただけたらと思い、質問させていただきました。 

松 留  ありがとうございます。大切なお話だと思いますけれども、もう残念ながら議論を進

める時間がありません。ほかに御意見を言いたい方もいらっしゃるのではないかなと思

いますが、これをもちまして意見交換会を終了させていただきます。時間が足りなくて

申し訳ありませんでした。 
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ていますので、御質問だけになるかもしれませんけれども。では、三井所先生、お願い
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として投げさせていただきました。具体的には、働く人や組織について、社会責任とい

ったことが今後求められてくるのではないか、そういったものを特にＩＳＯ２６０００

といったガイドラインを意欲的に進める企業の建設プロジェクトに対して、木材の材料

調達、特に川上から川下までの全ての方の人権を含めて、環境、安全といったことを考

慮していくことが今後求められるのではないか。特に大きな企業ですとそういったこと

が進められてくることが予想されるのではないかということを考えています。 

  これに対して、プロジェクトとして色々な方々が関わる中で、どのようにこういった

ことを実現するかといったことを今後どのように進めていったらいいかということに

ついて御意見をいただけたらと思い、質問させていただきました。 

松 留  ありがとうございます。大切なお話だと思いますけれども、もう残念ながら議論を進

める時間がありません。ほかに御意見を言いたい方もいらっしゃるのではないかなと思

いますが、これをもちまして意見交換会を終了させていただきます。時間が足りなくて

申し訳ありませんでした。 
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